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1) この聞の事情に関しては次を毒照のこと。HelmutBohme， D出 tschlandsWeg zur G同 θ
-rnacht品'tucuenZUln Verhal加よsvan Wu tscJuモ/主 μndStaat wahrend der R出(-h~grün­
品mgszeit1848-1881， Koln-Berlin 1966， SS. 91-207; W.O百四derson，The Zolh.沼問問，
LondOI1 1959， p.263 f; Walther Lotz， Die Ideen der deutschell Hanuel叩 olitikvon 1860 
bis 1891. in: Schrifl加 ，des日 reinsfur晶 aalpolitik，Bd. 50-51， Leipzig 1892， SS 5-81; 
Wolfgang 20m， Wirtsνhafts-und .5-Ozialge配 hichtlicheZusamωenl1an昌也ピer ùeut~chen 
Reichsgrundung，担eit(1850-1879)， in: Probl即日企γ Reichsgr伽血相官et1848-1879， 
h日g.VO山 11.Bδhme， Koln-Ber1in 1968， SS. 296-31G; Roland Zeise， Zur Rolle der l:iach 
sischen Bourgeoisie im Ringen um die wirtschaftspolitische V ormachtstellung in Deutsch-
land in den funfziger und sechziger Jahren des 19. Jahrbunderts， 1I1: Die gTUsPreU:.βisch 
明 ilitaristische Reichsg1場n<h叫~g 1871， hτ'sg. von Horst Bartel und Ernst Engelberg， 
Derl山 1971，SS. 233-270 なお， ここで， プロイ七ンとJ--7、トリアとりドイツの覇権をめぐ
る闘争に苦干ふれておよう。(1)1849年10月。オーストリアの商業大臣(のちに大蔵大臣)プルッ
ク(KarlLudwig Frlu. v. D~-uck) と首相シι ヴァルツェンペルク (Felix Funsl Schwarzen 
berg)の構想「北海からアドリア海まで」という中欧計画が発表された。この計画実現のためり
手段が保護関程的他格をもっ「関現連邦J(Zgllunion)計画，つまり関説同盟とオーλ トリアと
の「関税統一計画」であった固 (2)1851年 9月。プロイセンハノーヴァ 通商条約の締結。これ
により，プ凶イセンはールベ河の東西を桂済的に結合する可能性を塵得。 (3)1853年2月四プロイ
センーオ ストリア通商条約(いわゆる r2月条網J)の締結.その要点は， (a)オーストリアと
ドイツの聞に関税粧を設定ずるが，仇)第25皐により， 1860年以降条拘締結国聞により関税統一に
関すあ交渉を開始する，と規定され， (0)その間，他の第3国に対し差別関税を行ないつつ，他方
で両国聞の関税を順次引下げる，以ょ3 点。 (4 )l86C年 l Jl。英仏通商条泊の輔結。(~)1862年 3 月 a
普仏通商条約の調印。 同年8月。 プロイセソの両院を通過。 同年9月. ピスマルク (OUov 
Bismarck)プロイセン首相に就任。 (6)1届4年 3月B デンマ ク問題をめ〈ってオ λ トリアと
フロイセンが軍事同盟締結。(りこの間，昔仏通商条約の是非をめぐって関税同盟諸邦は分裂状態
にあったが， 64年5月のプ凶(-tンーザクセン条約の締結を契棋と)て，各邦カヨザクセンに続い
て普仏通商金約を承認をする。同年10月。関税同盟奔，190)更新。 (8)1865年8月巴 ドイツ オース
トリア通商条約の肺結。
2) ドイツ商業会議は1861年5月にディスコント ゲゼルシャフトのハンゼマン CDavidHanse 
mann)の指導下に， 既存り各邦の商業会議の中央機関として設立されたが，その時点では自由
貿易を志向しつつも，反プロイセシ的 大ドイツ主義的であった CH.Bohme，仏 a.0.， S. 105.)， 
だが， 翌年11月申ミュンヘン第2日総会で対イム通商条泊の「早胡実現」要求提案が1倒票対90票
で可決されると，ハンゼマンは議長を辞し，かわってプロイセンの自由貿易主義的 小ドイツ主
義的な銀行家ベックヲート (Hermannv.Beckerath)が議長に選出主オt..(Ibid.. S. 128.)，開会
議もまたビスマルクの同盟者となった。
























4) W. Lotz， a. a. 0.， S. 17 
























6) 186C年代前半に次の諸邦に営業の自由が導入されたD オーストリア (60年 5月 1日)， ナッ+
ウ (6{J年6月 1l:I)， ァν メン (61年4月4日)， オノレアンプノレグ (61年 7月23日)， ザクセン
(62年 1月 L日).ヴュルテソベノレク (62年5月 1日).パ デソ (62年10月15日).テューリンヶー
ン諸邦 (6占年7且1日J.フラソクフルト アム・マイン (64年 5月1日)，ハンブルク (65年 Z
月1日)0Hand'[四 rterbuchder VolkS1.virthschaftslehγ-e， bearb. von H. Rentzsch， 2.Ausg.， 
Lejpzig 18山 s同1だが，全ドイツ的な官業法0)確立は69年 6周21日目北ドイツ連邦営某令
CGewerbeOl:dnung des Norddeutschen Bundes)一一一71年 1月からヘツセンに.72年 1月から
バ}デンとヴュルテンベルクに， 7~竿 l 月からハイエルシに週用一一ーまで持たねばならなかっ
た。
7) H. Hohme， Prolegomena zu emeJ 品目d一回dWa古 chaftsgeschichteDeutschlands im 
19. und 20. Jahrhun品目， Frankfurt am Main 1968， S. 53 
8) Theodore S. Hamerow， Restoration， Revolu加 n，Reaction. Eco岡市.icsand Politics， 
1815-1871， Princeton 1958， pp. 245-246 
9) Ibid.， p.245; Karl Valerius Herberger， Die Ste{{ung der preusischen Kt.ιnservat問問
zur sozialen FJγ'G.ge 1848-62， Meisen 1914， SS. 6-7 
Fイツ国民経済会議におけZ営業的自由 (225) 49 
協会 (Gewerbeverein)聞や， γ 民ノレツデーリッ千旦らに指導された協同組合
(Geno眼目chuft)lIlのなかにかれらの主張を反映きせていた。たとえI:f'， ヴュノレ
テ Yベノレクのシュヴェーピヲ V品・ハノレ営業協会はツ γ フト統合という政策に



















IV. Bd.， Jena 1国90拍0，55. 558-574 
11) 平実『社会政策的協同思想ードイツ協同組合思想史ー』ミネルヴァ書房 1958年をもあわ
せて毒照のこと。
12) Z，τ叩即時rsammlllngdes凸 ngressesdeut~cher Volks'lfnげ~he 叩 Fro.n.Þfu.rt a_ M 
乞凹n12. bis 15. S，ゆ陪mher1859， S.20以下I1.C間 gressと略する。他。大会議事録に
ついても同様。
13) Th. Lautz， Geschichte des Ge7.日 rhever，印 lSfur Nassau. Festschrift zur funfz担jah
円igenJubila山田ifeier1895， Wiesbaden 1895， SS. 47~51 
14) Gerhard EIsfeld， Die Entsteh開 igder liberalen Par:taen in Deutschland 1858-1870. 
Studie田 tden Organisationen und Pl問 8百 lmmender Liheralen tlηdD四回是raten，
Hannover 1969， S.18 






ポェー メノレト (V古田rBohme同の論説「ドイツ国民経済会議への撒J(Aufruf 













味深い諸国民経済協会結成への搬 (Aufrufzur Bildung von volkswirtschaftlichen， 




1め ILCongress， S.4 
16) Viktor Bohmert， Die Entstehung des volkswirtschaftlichen Kongresses vor 25 Jahren 
(Zur Erinnerung an Schulze~Delitzsch und Huber， Let旬 undPrince-Smith.)， in: Vie同el-
jahrschr，ザifurVolks'Wi吋 sch<{舟.， Polaik und Kultu唱 eschz'chte(以下回'ertel;"ahrsc込町ift
と略する)， ]g. 21， Bd. 1， Berl旧 1884.55. 201-202 







この微には労働者階級福祉中央協会 (Centralvereinfur das Wohl der arbeiten" 
den Klassen)議長レッテ (AdolfLeue)，ハイデノレベルグの枢密顧問ラウ(R.Rau)， 
フヲングアノレト・アム・マインのアノレパイトゲーバ 紙 CArbeitgeber)編集長ヴ
イノレト (MaxWidh)， デーリッチュの、ンュノレツェ， ハイデルベノレクのピヲクフ













17) lbid.， S. 205 
1町 この会合でピッグフォル h ヴイルト，ポェー メルトを構成メンバー 主する編集委員会 (Re-
daktions-Ausschus) (その本部はブレ メシ)が発足し，これが中心となって会議結成田準備が
行なわれた。 Ibid.，S. 206. 
19) H. Schulze-Delitzsch， Die a晴-eitenden応7assenund das Assoczati側.m泡senin Deutsch-
land als Program刑判 em回匁企ut，品目 Cong河 '55，Leip:rig 1858. S. 118 
20) V. Bohmert， a. a. 0.， S.209 
52 (228) 第四9巻第2号
ところで，手士業者問題とそれと関連する諸問題が前面に出されていた限り，







だが他方では， 会議結成にさいし， かつてエノレピγグを活動の起点と L，
1847年にドイツ自由貿易協会 (DeutscherFreihandelsverein)を設立し，また 13
月革命」後の「関税同盟第 1の危機J (l850~53年〕の時期にプロイセ Y首相7
0/ fイフェノレ (0'回 TheodorFreiherr von Manteuffel)に対し自由貿易政策の政
治的・経済的意義を強調したプリ Yス三スミ λ (John'Prince Smith)ペ ナティ
オナーレ・ツァイトゥ Yク(Nat凹naleZeitung)を通じてアノレプリュック (Rudojf
VOIl Delbruck)と結びついていたミヒ+エリス (0，臼 Michaelis)， バノレト海沿岸
地方の最大の貿易港シュテティ Y出身のヴォノレフ (OttoWol旺〕らの自由貿易論
者が多数参加したことは，特に留意主れねばならぬ。というのは，かれらの参






21) Ibid.， S. 210 
22) VgL Otto Wol妊， John Prince Smith. Eine Lebensskizze， in; John Princo.Sn叫ん's
g円 an包melteSchrij的 t，Bd. 3， Berlin 1880. SS. 209-398. W. O. H目lderson，Britain and 
ln品川河alEur:.ψe 1750-1870. St:udies間 BritischInfluanca on the Indzσtrial R匹砂
lution in Western Europe， Liverp四 11954， pp. 167-178. V. Bohmert， a ι0.， SS. 194~ 
197 邦語文献としては，大河内一男『独逸社会政策思想史.w著作集』第1巻1 青梓書院新社，
1968年j 第1編』を参照のこと。

























合制度に関する資料の整理をする。 Ibid.，SS. 221-222 
24) lbid， S. 224 常設代表委員会は会議の中心的運営機関であり，議題，開催地等の決定を一任
されていた。これは6名 目ちに8名 から構成され(童文名の補助委員により補佐され〕各
大会ごとに選出きれた。代表的人物は次回とおり。プラウン(KarlBraun)，レッテ，プリンス
=スミス， ア yウヒャー (JuliusPaucher)， ヴォノレフ， ミヒ，~リス， ゲイノレト， "/ュノレツェ
ニデーリッチ~ボェーメル九レンチュ (HermannRentzsch)，ゼトベー ル(Ad.Soetbeer)。
54 (230) 第 109書簡2号
なしており，しかも，そこでは営業の自由と移動の自由の確立が当面の最も主
























入されたから ほぼ解決されたもりとみなされうるJ(Bericht臼berdle Verh阻 dlungend田
siebenten Kong四割問deut:scherVulk:swirlhe出 H.，叫over11m 2.， 23.， 24" und 25. August 
1864， in: ViertelJahロchベft，Jg， 2.Bd. 3， Berlin 1864， S. 164.)との判断から議題からはず
された。
26) V. Bohmert， a.a. 0. 5， 202 






















fuhrung der Gewerbefreiheit ohne ge田 tzlicheZwischenzustande)に賛成する，と表
明しよう」聞という決議案を提出Lた。この決議案において最大の争点となっ
たのは r即座に」営業の自由を導入すベL，という箇所であった。
27) 1. Congress. SS. 3-4 
28) Vgl. Dri的 Versam7J1[ung品 sConwesse汚 A出向dWTVolkswirthe zu Koln vom 10. 
bis 14. SePteηwer 1860， 5S. 10-11 u. 59-63 
29) IL Congress， S. 21 
56 (232) 第 109巻第2号























ならないと主張したが， これに対l-， ドレスデンのジューベノレト (Prof.Schu-
bert)， ミュンヘンのプラ タ ，ベノレリンのファイト (BuchhandlerVeit)らは，
営業の自由の完全な導入にはなお一定の移行期が必要であると主張し，同時に
30) Ibid.， S. 22 








ファイトはイ y ヌγクの社会的役割を強調して，次のように述べた。 1810年
にプロイセγに導入された「完全な営業の自由は，古い紐帯としての もっ
とも，かつての特権をもたない イYヌγクが存続するのを阻止しはしなか














31) Ibid.， S. 21 
32) Ibid.， SS. 23-24. 1810年のプロイセン営業法については，松田智雄"蛍業の自由JlGewerbe 























liche oder distributive As回目ation)と「営業的組合すなわち生産組合J (gewerb 




33) Ibid.， 丘 26
34) H. Schulze-Delitzsch， a. a. 0.， SS. 4-7 
35) Ibi瓦， SS. 1 u. 52-53 
























月にベノレリ γの自由主義的手工業者委員会 (Comi回 derliberalen Handwerker) 
36) Ibid.， S.55 
37) IIl. Congress， S.14 
38) H. Schu1ze-Delitzsch，ι a. O. 5. 56 
39) lbid.， S. 6L 
6ο(236) 第 109巻第 2号












40) Die Verhand/.山1gendes j泊ザtenCongresses deutscher Volksu.rir，品ezu l時lmaram 
8.，9.， 10.. und 11. SeTtenWer 1862， S.182 との委員会の撤ほ，ュソカ と保守的な手工
業者とが同盟して， 1862年。プロイセン下院議員選挙に向けて， 1861年9月20日に出した選挙綱
領 (Cf.T. S. Hamerow， o.ρ cit. p. 246.)に対抗する目的で起草されたも白である なおそ
の全文については.G. Elsfeld， a. a. 0.， SS. 205-206 を毒照りこと.ところで，会議のユンカ
ー批判が最も鋭利に表明されたのは，第3回大会における替動の自由に関する討論においてであ
る。レッテは，移動の自由自制限白根拠を貧民教済制度 (Armenpsege)と，競争の激化を連れ
る手工業者の態度とに求め (IIJ.Cong刊行， S， 12)，ヂLて前者乏の関連でユンカーが絶対的に
行政権と警察権とを掌握する領地区域 (Gu悩bezirk)(村瀬典雄 r~イツ現代..，. ~ [増補版]東京
大学出版会， 1967年， 23-24頁〕を院のように批判L介。「より大きな居住区域(Heimatsbezirk)
は移動の自由にとってずっと大きな価値を持っていることは明らかであるにちがいないム「たと
えば，シュ νージヱンでは領地区域と自治体区域 (Gut~川nd Gemeindehezirめは聞 の Ort-









書をMに提出し入籍を申請する内 Mは0のλ籍を許すべきかど奇かを ni~ht allzuschnellに審議
1.-， I政府も Lくは領邦君主がかれにNの国籍 (Staatsburgerrecht)を付与する」と目前提のも
とに， 0のMへの入籍を許可する旨の決定や下す。故にOはNに対L.Mが主付したかれの「私
的な関係，特に財産関保に関する証明書」をNへの入籍申請書に添えて入籍を申請する。 Nはこ
れらの書類を nichtcitissimeに審理した後_ r口がp0) Staatsverbamlからの転出証書を提出
すれば， 0をN0) Staatsverbandに受λれる」との決定を下す。 口は以上の判乱守書を揃えてP





「ツ y フト制度の守護神」たる1849年法の改革に主主巡するプロイセ Y政府を批
判したあとで，プロイセ Yのドイツにおける特殊な歴史的役割を次のように規













了する。 CarlBraun， Studien uber Freizugigkeit，阻日e吋eljahn-chrift，Jg. 1， Bd. 3， S.56. 
41) Dze Verhィm品叫ge:rt.des vierten Co唱~sses deutscher Volkswirthe zu St叫 tgartanr 
9..10.， 11.， und 12. Settember 1861， S.39 
